
                             

                                                                            
 
 

広島工業大学「HIT Sky Project」、2 年ぶりの大空へ―― 

『第 47 回鳥人間コンテスト 2025』出場決定 

このたび、広島工業大学（所在地：広島県広島市佐伯区三宅 2-1-1）の学生プロジェ

クト「人力飛行機部 HIT Sky Project」は、『第 47 回 鳥人間コンテスト 2025（滑空

機部門）』への出場が決定いたしました。同コンテストは、出場自体が非常に狭き門と

して知られておりますが、本学にとっては今回が 3 回目の出場となります。 
 

■読売テレビ主催『鳥人間コンテスト』とは 

『鳥人間コンテスト』は、今年で 47 回を数える歴史あ

る大会で、夏の定番の大変有名な番組です。参加者が自

ら設計・製作した人力飛行機を使用して空を飛ぶ技術を

競い合います。この大会は、「人力プロペラ機部門」と

「滑空機部門」に分かれており、飛行距離を競います

が、飛行機のデザインや製作技術も表彰の対象となって

おり、エンジニアリング、クリエイティビティ、チーム

ワークの総合力が求められます。 

鳥人間コンテストは、毎年多くの学校や社会人のチー

ムが参加し、世界に 1 つだけのオリジナルの人力飛行機

を飛ばすチャレンジとして、学生や技術者にとって大き

な挑戦の場となっています。また、テレビやインターネ

ットを通じて、国内外にその魅力が伝えられ、毎年高い関心を集めています。 

本学の「人力飛行機部 HIT Sky Project」は、本大会の「滑空機部門」に 2017 年と 2023 年の 2 度出場してお

り、今回 3 度目の出場権を得ることができました。出場チームやフライト順は、6 月下旬頃に公開される予定です。

これまでの経験を活かし、次なるステップへの挑戦とチーム記録更新をめざしています。 
 

■『鳥人間コンテスト 2025』大会概要 

1．日 時  2025 月 7 月 26 日（土） 人力プロペラ機部門 

2025 年 7 月 27 日（日） 滑空機部門 

２．場 所  滋賀県彦根市 琵琶湖東岸（松原湖岸） 

３．主 催  読売テレビ放送株式会社 

４．放送・配信予定  大会当日の模様は、鳥人間コンテストの公式 YouTube チャンネルにてライブ配信されます。 

また、番組の全国放送（読売テレビ／日本テレビ系列）は、8 月下旬～9 月上旬に予定されてい

ます。 

５．取材について  大会に出場する学生や、担当教員への取材が可能です。 

取材をご希望の方は、5 月 30 日（金）17 時までに、次ページ記載の申込先までご連絡ください。 
 

■学生へのインタビュー  

次ページでは、「人力飛行機部 HIT Sky Project」所属のメンバー約 40 名（現役生 21 名、卒業生約 20 名）の

うち、代表して 3 名のインタビューを掲載しております。フライトに懸ける想いや、機体設計へのこだわりな

ど、生の声をぜひご覧ください。  
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人力飛行機部 HIT Sky Project 代表 戸
と

花
ばな

裕
ゆう

貴
き

さん（大学院工学系研究科 機械システム工学専攻 1 年次生） 

Q：過去の大会と比べて、今年ならではの目標はありますか？ 

2023 年大会での雪辱を晴らし、チーム記録を大幅に更新するこ

と―― それが、私たちの最大の目標です。そして、その瞬間をプラ

ットフォーム上で顧問である宇都宮先生に見届けていただくこと

が、私自身にとって何よりの願いでもあります。 

我々チームの現在の最高記録は 22 メートルです。事情をご存じ

ない方からすれば、短い距離に感じられるかもしれません。しか

し、その記録の裏には、歴代の先輩方のたゆまぬ努力、数々の苦

労、そして強い想いが積み重ねられており、私たちにとっては偉大

な一歩となるものでした。私はその記録を更新し、チームにとって「次なる一歩」を踏み出す覚悟で日々取り組ん

でいます。「広島工業大学に、我ら HIT Sky Project あり」――そう世に示すことが、チームの未来に繋がると信

じています。 
 

設計責任者 重
しげ

見
み

昇
しょう

吾
ご

さん（大学院工学系研究科 機械システム工学専攻 2 年次生） 

Q：今年の機体設計で、他チームとの差別化を図った点はありますか？ 

今年の機体設計においても、従来から当チームの特色である「低

翼・非対称機」というコンセプトを踏襲しています。鳥人間コンテス

トの滑空機部門においては、一般的にパイロットよりも主翼が上に配

置される「高翼機」が主流となっていますが、当チームではそれとは

異なり、主翼を下部に配置した「低翼機」を採用しています。 

さらに、この「低翼・非対称機」の設計思想は、かつて九州大学の

鳥人間チーム様でも取り入れられていたものですが、現在このコンセ

プトを継続して採用しているのは、当チームのみとなっております。 

また、当チームの技術的な強みとして、顧問である宇都宮先生の研

究室における「乱流制御」に関する研究成果を活用しています。その知見を応用し、主翼まわりの流れのはく離を

抑制する工夫を機体設計に取り入れることで、空力性能の向上を図っています。 
 

パイロット 榎
えのき

一馬
か ず ま

さん（工学部 知能機械工学科* 4 年次生） 

Q：フライト中には、どのようなことを感じていますか？景色や感触、音などについて教えてください。 

フライト中は、機体の傾きや速度を把握するために、体にかか

る G（加速度）や重力の方向を敏感に感じ取っています。湖面の

景色は、水平線の彼方までほとんど変化がないため、目で見て機

体の状態を正確に判断するのは難しい面があります。そのため景

色も参考にはしますが、主には体の各部にかかる微細な力の変化

から、機体の挙動を読み取るようにしています。 

また、ただ機体を操るだけでなく、仲間たちの期待や声援を背

中で感じながら飛んでいるという感覚もあります。彼らの想いを

力に変えながら、湖上を滑空している――そんな一体感も、この

競技の魅力の一つだと感じています。 

 

 

 

 

  担当 ： 広報部 石田          E-mail ：kouhou@tsuru-gakuen.ac.jp 

 

取材に関する各種お問合せ 

（取材の申し込み先） 

 

TEL：082-921-3128（直通）    FAX：082-921-8946 

内容に関する各種お問合せ 

TEL：082-921-4514（直通）    E-mail ：k.utsunomiya.mp@it-hiroshima.ac.jp 

 担当 ：工学部 機械情報工学科 宇都宮 浩司     

＜戸花さんと、宇都宮准教授＞ 

＜重見さんと設計図＞ 

＜2 度目のフライトに意欲を見せる榎さん＞ 

＊2025 年 4 月、広島工業大学は 3 学部 11 学科に改組しました。 

 


